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そこで著者は， 正常および関節炎滑膜における糖代謝に関与する酵素のうち Embden-Meyerhof 
経路のアノレドラーゼ(以下 Ald)，と乳酸脱水素酵素(以下 LD) ， Warburg-Dickens 経路のグノレコ





形性関節症10例・結核性関節炎 9 例・化膿性関節炎 3 例・痛風 3 例・繊毛結節性滑膜炎 2 例，計92例
の滑膜を手術に際して採取し，可及的速かにクリオスタット中で新鮮凍結切片 (20.μ) を作製して，





正常滑膜の表層細胞には， LD の強い活性を認め ALd も活性を示すが， G6PD ・SD の活性はき
わめて弱い。血管壁には各酵素とも活性があるが，表層下結合織細胞には， LD と MD のみに活性
が認められる口
単純滑膜炎においては，多層化した表層細胞に， LD ・ Ald ・ G6PD.MD ・SD の順に活性の高まりを認
め，増生した血管壁にも各酵素に活性の充進が見られる口 LD と G6PD は表層下結合織にも活性の
充進を示す。陳旧化した滑膜炎は組織学的に，表層細胞の萎縮，滑膜下結合織の線維化を示すが、そ
の表層細胞には LD がまだかなりの活性を残す。 G6PD にもわずかの，活性がみられるが Ald.SD
の活性は消失する。
関節リウマチは表層細胞の増殖と細胞浸潤をともなう著名な繊毛形成，血管新生と血管壁肥厚，フ
ィプリノイド変性など多彩な組織像を呈するが， これに対応して増殖した表層細胞には LD ・G6PD
















によって特異性がみられる。 すなわち炎症の強い滑膜では， E-M 経路の解糖の一層の促進， W-D 
経路の克進に引続き TCA 回路にも活性の克進がおこる。炎症の強さが減弱するにともなって，
SD.Ald は活性を低下するが， G6PD は細胞の増殖がみられる部位ではなお活性を維持することから







関与する酵素のうち Embden-Meyer hof 経路のアルドラーゼ・乳酸脱水素酵素， 5 炭糖回路のグノレ
コース-6-燐酸脱水素酵素， TCA 回路のコハク酸脱水素酵素とリンゴ酸脱水素酵素を正常および
各種の関節炎滑膜について組織化学的に検索して，糖代謝機能を形態との関連において論じようと試
みたことは卓見である。
その研究成績として，正常滑膜における表層細胞の糖代謝機構の一端を明らかにし，また関節リウ
マチ・結核性関節炎・紋毛結節性滑膜炎の滑膜においては，それぞれ表層細胞・類上皮細胞・泡沫細
胞が炎症にともなう各種の代謝機能充進の中心であり。病変の主役をなすことを明らかにした。さら
に炎症滑膜において各酵素が演ずる役割もある程度解明され，今後の系統的な組織化学的方法の応用
により，病因の追求や新らしい治療法の開発など価値ある貢献がなされる可能性を示したものとして
その意義はきわめて大きい口
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